
学内演習・臨地実習中のハラスメントの判断と相談
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＜相談窓口＊別紙詳細＞

・同施設の実習生

・同期の学生、先輩、友人等

・実習指導者

・実習施設の部門責任者
（看護師⾧、技師⾧等）

・科目担当者・学年担任

・学科⾧等

・ハラスメント相談員

・学生相談員

・外部の相談窓口等

＜行為者＞

・実習指導者
・実習指導者以外の実習施設職員
・担当患者・対象者
・担当以外の患者・対象者
・患者・対象者の家族
・教員
・職員
・他学生 など
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＜参考資料：ハラスメントの種類＞
【対象・状況による種類】
①パワーハラスメント
指導者、上司、先輩など立場が上

②セクシャルハラスメント
性的な言動によるもの

③マタニティハラスメント
妊娠出産、育児休業に関連するもの

④カスタマーハラスメント
患者、家族、顧客からの言動によるもの

【内容による類型】
・課題遂行上必要かつ相当な範囲（状況不
相応、継続性等）を越える以下のもの
①身体的攻撃
②精神的な攻撃
③過大な要求（不当評価）
④過小な要求（不当評価）
⑤人間関係からの切り離し
⑥個の侵害がある

【セクシャルハラスメントの被害の種類】
対価型：不利益な評価、待遇
環境型：環境が不快になり能力発揮
に重大な悪影響が生じる

＊守秘義務のルール：相談を受けた
人が誰かに相談、報告したい際には、
伝える相手と内容について、必ず先
に相談者に同意を得ること



相談したい

行為者に対応が
必要・不要

必要 不要 相談時のアドバイスを参考に
相談者自身で解決に向け行動

必要に応じてフォローアップ

相談者の要請をもとに
解決に向けて対応

行為者が
学内･学外

学内 学外
本学の

ハラスメント防止
委員会に申立て
(対応要請)

対応結果を
相談者に報告

相談者と相談し、相手組織に対して以下の対応を実施
・ハラスメントの相談を受けた旨を報告
⇨相手組織の判断の下、ハラスメント対策委員会等で対応いただく

・ハラスメントの相談に応じた対応を依頼
⇨例として、配置転換、関係改善援助、再発防止措置等

対応結果を
相談者に報告

不快な出来事があった

相談窓口※1

実習先に
よる対応

実習
指導者※2

外部窓口
による対応

外部窓口

※１ 相談窓口は、相談内容に対して守秘義務があります。
※２ 臨地実習の場合

学科内､学部内､専攻
科内等で相談者と
対応方針を検討

対応フロー図

東京都立大学
荒川キャンパス外

窓口

東京都立大学
荒川キャンパス内

窓口



相談者

実習指導者 東京都立大学
荒川キャンパス窓口

学生相談員 ※１

看護学科 種吉啓子 研究室509（内485）taneyosi●tmu.ac.jp

福井 里美 研究室531（内435）satomif●tmu.ac.jp

理学療法学科 信太奈美 研究室576（内443）shida●tmu.ac.jp

作業療法学科 藺牟田洋美 研究室584（内417）h_imuta●tmu.ac.jp

放射線学科 乳井嘉之 研究室504（内411）newyoshi●tmu.ac.jp

荒川キャンパス学生相談室
03-3819-1216

soudanak●tmu.ac.jp

ハラスメント相談員 ※１

教員 種吉啓子 m07sodan●tmu.ac.jp

事務職員 高橋寛 m17sodan●jmj.tmu.ac.jp

堀込 百合子 m18sodan●jmj.tmu.ac.jp

学年担任 または 科目担当者

東京都立大学
荒川キャンパス外窓口

南大沢キャンパス学生相談室
042-677-2376

南大沢キャンパス窓口
ハラスメント相談員

※２

外部窓口

厚生労働省ハラスメント悩み相談室
mail●harasu-soudan.mhlw.go.jp

東京都労働相談情報センター
（八王子事務所）
042-645-6110

東京ウイメンズプラザ
03-5467-2455

相談先窓口一覧

実習施設に
おける対応

注）メールを送信される際には●を＠に変換してください。

※1 令和4年度の担当教職員（年度で交代があります）
※１
※2 ハラスメント相談窓口

https://www.houjin-tmu.ac.jp/compliance/harrassement/


